
金
揮
官
蹴
志
巻
叶
三

笠
宮
ふ
o
往
昔
金
城
遁
手
先
な
る
津
田
玄
饗
の
邸
地
に
小
関
あ
り

て
‘
愛
に
銀
座
あ
り
し
が
、
如
何
の
故
に
や
‘
其
の
後
奮
藩
作
事
所

宮
絹
U

K
安
置
せ
し
鹿
.
種
々
霊
験
奇
端
の
事
た
ど
あ
り
。
故
に
作
事
所
よ

り
、
卯
反
感
服
寺
の
境
内
に
澗
を
遺
戯
曲
し
て
、
愛
に
銀
座
な
し
奉

り
、
作
事
所
掛
り
の
棟
梁
大
工
共
よ
り
修
繕
を
加
で
祭
肥
料
の
扱

ひ
も
作
事
所
よ
り
た
し
た
り
。
故
に
御
作
事
所
の
天
一
柳
と
も
呼
ぺ

り
。
然
る
に
農
務
後
は
、
氏
子
も
な
く
し
て
永
績
の
回
途
も
な
く
、

枇
澗
も
這
々
・
破
壊
す
る
に
付
き
、
明
治
四
年
一
月
卯
辰
紙
閤
枇
へ
合

併
な
り
た
り
。

。
金
港
山
国
連
寺
社
・

共
の
遺
績
は
感
臆
寺
跡
の
南
方
也
。
闘
運
寺
は
臨
済
宗
妙
心
寺
波
の

締
剃
に
て
、
初
め
伊
勢
固
松
坂
に
あ
り
し
を
、
元
和
元
年
の
頃
、
閉

山
東
院
和
倫
勢
州
よ
り
加
州
へ
来
り
、
大
豆
回
河
原
に
寺
建
立
之

所
‘
藩
之
用
地
と
成
り
中
絶
す
o
然
る
に
寛
文
十
一
年
卯
辰
理
音
山

下
に
て
.
地
子
地
に
草
庵
浩
立
之
底
.
延
費
七
年
洪
水
に
宅
流
失

し
‘
寺
地
崩
れ
‘
元
総
八
年
卯
辰
山
瓦
焼
の
下
に
て
寺
地
渡
り
再
建
。

共
の
後
貧
層
に
至
り
‘
無
位
に
て
永
績
の
回
途
無
之
.
末
剥
鷹
匠
町

下
端
光
寺
へ
合
併
し
て
、
寺
院
取
崎
臨
み
、
跡
地
は
瑞
光
寺
の
持
地
と

T
f
i
f
-
-

金
棒
鷹
匠
町
下
瑞
光
寺
乗
帯

園

建

文
化
三
年
丙
寅
四
月

停

燈

寺

書
付
を
以
申
上
候

一
、
拙
倫
師
組
東
院
、
五
十
年
以
前
勢
州
松
坂
よ
り
御
賞
地
へ
罷

越
、
因
遺
寺
と
申
、
才
川
之
下
に
罷
在
候
。
弟
子
は
愚
渓
一
人
民
市
御

座
候
庭
、
恐
渓
は
瑞
光
寺
住
持
相
勤
申
候
故
、
右
園
蓮
寺
愚
渓
外
に

住
持
仕
候
者
無
昌
御
一
座
-
候
に
付
、
寛
永
七
年
以
来
相
績
不
v
仕
候
。
唯

今
取
建
.
東
院
孫
弟
子
住
持
矯
炉
設
申
度
候
閥
、
御
地
子
屋
鋪
御
渡
可
v

被
v
下
候
は
ど
群
有
夢
存
候
。
園
遜
寺
先
屋
鋪
歩
数
六
百
歩
に
御
座

候
。
只
今
御
渡
被
v
下
候
屋
舗
は
‘
歩
数
如
何
様
共
御
公
儀
次
第
に

奉
ν
存
候
。
此
回
目
寺
枇
御
奉
行
所
h
被
昌
仰
上
-
可
v
被
v
下
候
。
以
上
。

寛

文

十

三

年

丸

月

廿

一

日

瑞

光

寺

印

停

燈

寺

寄
付
を
以
申
上
候
。

蛍
寺
居
屋
敷
、
先
年
卯
辰
観
音
東
之
方
地
子
地
に
罷
在
候
慮
.
右
之

屋
鋪
延
寅
七
年
之
洪
水
に
而
崩
申
に
付
、
替
地
之
儀
申
上
候
慮
に
.

願
之
越
地
子
地
に
被
邑
仰
渡
-
候
。
就
v
夫
卯
辰
感
膝
寺
南
之
谷
合
、
御

寺

金
滞
古
蹟
志
巻
叶

一占ハ

た
し
来
る
と
い
へ
ど
も
、
明
治
駿
務
の
後
上
地
す
。
と
い
へ
り
。
園

運
寺
由
来
書
等
左
に
記
載
す
。

由
来
就
=
御
尋
-
由
・
上
候
。

円
・
宇

O
》

蛍
寺
閲
閥
者
‘
勢
州
松
坂
に
而
吉
田
織
部
殿
菩
提
所
園
蓮
寺
与
申

候
。
元
和
元
年
之
頃
、
東
院
和
倫
御
蛍
地
へ
罷
越
、
容
容
院
様
・
村
井

飛
騨
殿
御
懇
意
を
以
、
大
豆
田
河
原
に
て
寺
地
二
千
歩
拝
領
仕
、
寺
建

立
設
し
罷
在
候
。
此
段
申
停
へ
候
。
共
後
居
屋
敷
潟
-
御
用
地
-
被
=
召

上
一
町
屋
に
被
=
仰
付
-
候
由
に
御
座
候
。
共
以
後
屋
敷
替
地
不

hmv下

候
故
、
中
絶
罷
在
候
。
然
底
承
臨
三
年
以
前
の
寺
屋
敷
御
用
に
被
=
召

上
-
候
分
は
.
替
屋
敷
御
渡
可
v
被
v
下
旨
寛
文
十
一
年
之
頃
御
鯛
に
付
、

右
之
首
尾
御
断
申
上
候
へ
ぽ
、
寺
枇
御
奉
行
衆
被
v
途
a
御
一
吟
味
一
古
跡

紛
無
-
】
御
座
-
候
故
、
右
得
議
屋
敷
如
辰
観
音
山
下
に
而
地
子
屋
敷
に

被
=
仰
付
一
結
目
孟
・
庵
-
十
ヶ
年
居
住
仕
罷
在
侯
践
、
延
寅
七
年
之
洪
水
に

て
居
屋
敷
崩
れ
候
に
付
、
右
之
屋
致
指
上
申
候
。
共
後
替
地
之
儀
御

願
申
上
候
へ
ば
、
元
秘
八
年
に
卯
辰
山
瓦
鏡
之
下
御
渡
被
v
下
‘
寺

致
昌
建
立
一
則
只
今
罷
在
候
地
に
御
座
候
。
従
昌
平
ん
和
元
年
-
今
年
に
至

り
、
百
九
十
二
年
相
成
申
候
。
蛍
時
無
位
に
付
‘
抑
寺
銭
帯
仕
候
。

右
蛍
寺
地
子
地
之
外
、
由
来
・
御
寄
港
紙
等
無
司
御
座
-
候
。
以
上
。

普
請
合
所
付
土
取
場
畑
下
之
地
子
地
に
罷
成
、
三
百
歩
許
御
座
侯
閥
、

右
之
所
に
て
替
地
相
渡
候
様
に
、
寺
駐
御
車
中
行
h
被
a
仰
上
-
可
v
被
'
下

候
。
以
上
。

元
総
八
年
六
月
十
三
日

燈

国
蓮
寺
先
住
弟
子
宗
萄

印

停

寺

発

一
、
二
百
拾
八
歩
四
厘

一
、
二
百
六
歩

〆
四
百
二
十
四
歩
四
厘

右
営
寺
境
内
歩
数
如
v
斯
御
座
候
。
以
上
。

賓
暦
五
年
一
亥
二
月
廿
四
日
河
北
郡
卯
辰
園
運
寺
看
司
知
量

侮
燈
寺
看
句
集
帯
普
明
院
看
司

加
州
金
津
府
金
津
山
国
運
寺
者
、
我
関
山
波
之
借
徒
住
持
来
候
。
依
v

之
震
=
蛍
山
之
末
寺
-
著
明
也
。
永
可
令
子
孫
相
続
。
至
腕
歪
勝
。

延

寅

三

年

二

月

十

一

日

聖

務

院

宋

演

印

鍵
雲
院
東
部

東
海
庵
索
一
猷

龍
泉
庵
玄
周

百
姓
地

地
子
地
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